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b u n b u n c af c は､ おいしいお菓子とお茶でなごみながら原
発や放射能に関するおしや べりや情報交換をする場です｡

'

1 1 年2 月に｢嶺燃サイクル｣ に つ いて初歩から学び話し合
う場としてスタ ー ト｡ 原発事故後は｢原発 ､ 放射能｣ に関する
情報や不安を共有しながら､ 年♯､ 性別などを問わず幅広
い層の人が安 心してしや べ れる場をつくりたいと2 年間続け
てきました｡

最近の 動向につ いてのミニ レク

チャ
ー もあります｡ 2 ケ月に1 度他の

ペ ー スで開 いています｡
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b u m b u n 感
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日時: V ol .1 4 4 月1 4 日( 日) 1 4 時 ～ 1 7 時

場所: 青葉区中央市民センタ ー

( 青葉通り仙 台銀行本店うら)

場所は予定に なります

お茶お井手代ニ3 0 0 円

主催: ぶ ん ぶ んカフェ

予約 ･ お闘い 合せ: C a f e b u n b u n @ g m ail , C O m
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さ 帰
日 L:†ふご: ご;√t ､ て パ qr

蜜を探っても花を♯さないミツ パテは持鏡可能性の象徴｡ その羽音は
.

,英語でb 旺 盛 いL･ し 成 熟 コ 払 ニ ケ
ー ショシ 舷r･ロ コ和 也 ､う 級 ,本当

に必蓼なこと去 咽 で伝えてl … ヽう､ 改善r ミツ′q
=
の 羽音と

地球の 回転J の鎌仲ひとみ監督のメッセ ー ジからきています｡

大切なこと､ 必要なことを､ 私たちもミツ パテのようにぶんぶんしながら
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年♯性別を間わす疇広い層の方が来て います｡ 放射能が先に

なるけれど話す人がいなくて … という方ぜひ｡ お静を蘭くだけでも
い いか な

･ ･

七 いう人も歓迎 ｡ 託児はありませんが､ お手さまとご
一

緒にどうぞ
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生活協同組合｢あい コ ー プみやぎJ 書務である

多々 .点さんは音楽( 馳血鮨 州南などはほ です ｡
′てンクでロックな精細こあふれたミニ レクチャ ー は

おすすめ です!

( 要は 分かりやすいということ(0
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真意 の西都八 王 子 の 出身､ 夫 の

転勤で青森 班 て東灘生渚は1 5

年 熟 慮発事故 の 持はIII軋の 存

在lことても救わ 九ました｡ お芝 居

やダンス を犠たり､ 美味しい もの を

食 べ に 行っ たり作 ったりが好 き( は)
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下 町青ち､ 宮城に 移っ て2 0 年 .

手書ても終丁 "

人 ∧

っ て暮ん でるの

もつ か の Ⅶ ､ 震災とじ - ちや んの

介証で 軌 ヽる京柵 こ拠点毛移

すこd こなりました｡ が∴息子 は仙

台な ので行 ったり来たりt
これ から

もあっちこ っち 仙 頑張りま

ナ !
仙

篭れ)

新米 ママで す｡ ただいま産休中(や)

書 閻よ､ 仕 事と■み 物庖 する毎

日､ ときどきクッキ
ー

を焼い て すご

しています｡ 原 発や再処理 工 場 の

ことも忘れ ずに 生活しようと患 い ､

h 椚 b u = 閲 I e に鯵加してい ます

( ふ盲

三 陸漉# 生ま 楓 手遅れ に

ならな いうちに新しい 未来をみ ん

な で慮っ n ヽきたL t ね p 年ととu こ

ますます1和の文 化に 鎖しみ篭感じ

て い ます(ゆ)
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仙台市費♯ 区 出 身｡ 絵 を縫い た

り､ ライブに行 っ たり､ 紺をちぎっ て

糊でつ なげたりな8 々 ｡ 祝島を

知っ て から
､ 原発の あ 蔓性に疑問

を持ち､ わからない な切= 勉強中
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